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【
奨
励
賞
】

▽
経
済
学
部
永
江
雅
和
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
∥
「
渋
沢
杯
経
済
史

・
経
営
史
デ
ィ
ベ
ー
ト
リ
ー

グ
初
優
勝
ま
で
の
道
の
り
」

チ
ェ
チ
ョ
ル

ス
ン

▽
崔
哲
洵
（
経
済
３
）
∥
「
東

日
本
大
震
災
が
あ
っ
て

石

巻
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
被

災
者
支
援
の
ゼ
ミ
活
動
」

（
本
紙
第
４
９
２
号
既
報
）

▽
狩
野
歩
夢
（
経
済
３
）
∥

「
ル
ワ
ン
ダ
へ
行
っ
た
動
機

と
専
修
大
学
で
で
き
る
こ

と
」

▽
多
田
有
沙
（
経
済
４
）
∥

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
の
活
動
を
通
じ

て
得
た
も
の
」

▽
平
澤
輔
（
法
２
）
∥
「
私

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
―
石

巻
復
興
支
援
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

・
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
村
子
供
教

育
支
援
活
動
を
通
し
て
―
」

▽
田
中
麻
友
（
商
２
）
∥
「
ヒ

ー
ロ
ー
」

▽
上
條
剛
史
（
商
４
）
∥
「
公

認
会
計
士
試
験
と
就
職
活

動
」（
４
面
に
関
連
記
事
）

▽
桜
井
博
一
（
商
４
）
∥
「
公

認
会
計
士
試
験
、
合
格
。
」

（
４
面
に
関
連
記
事
）

▽
原
耕
大
（
文
４
）
∥
「
裏

方
と
し
て
～
日
本
学
生
卓
球

連
盟
幹
事
長
を
経
験
し
て
学

ん
だ
こ
と
～
」

▽
齊
藤
舞
（
ネ
ッ
ト
情
報

３
）
∥
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
の
動
物
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

～
人
と
の
出
会
い
・
行
動
す

る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

～
」

１０
年
ほ
ど
前
、
毎
週
、
柘
植

先
生
の
ゼ
ミ
に
集
ま
っ
た
学
生

や
大
学
院
生
の
こ
と
を
思
う

と
、
と
て
も
多
彩
な
顔
ぶ
れ
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

韓
国
、中
国
、マ
レ
ー
シ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ

ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
…
…
。
さ

ま
ざ
ま
な
国
か
ら
大
勢
集
ま
っ

た
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
人
も

個
性
あ
る
人
が
多
か
っ
た
気
が

し
ま
す
。
研
究
テ
ー
マ
も
、
ホ

ラ
ー
か
ら
や
お
い
小
説
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
な
ど
多
様
か
つ

独
特
で
、
サ
ブ
カ
ル
チ

ャ
ー
の
よ
う
な
も
の
も

多
か
っ
た
で
す
。
い
っ

た
い
ど
う
し
て
柘
植
先

生
は
当
時
の
私
た
ち
若

者
に
、
あ
ん
な
に
魅
力

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。も
ち
ろ
ん
、柘
植
先

生
が
、
現
代
文
学
の
、

一
番
有
名
で
活
発
な
研

究
者
の
一
人
で
あ
っ
た
か
ら
で

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
先
生

は
、
研
究
者
と
し
て
も
人
間
と

し
て
も
ま
だ
成
長
半
ば
の
私
た

ち
に
、
私
た
ち
の
日
本
語
の
レ

ベ
ル
と
無
関
係
に
、
私
た
ち
の

変
わ
っ
た
興
味
や
私
た
ち
の
未

熟
さ
と
無
関
係
に
、
私
た
ち
が

考
え
て
い
る
こ
と
、
私
た
ち
が

言
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
傾
聴

し
て
興
味
を
示
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
私
た
ち
か
ら
も
何
か

を
得
よ
う
と
い
う
態
度
で
し

た
。ど

の
人
に
対
し
て
も
偏
見
が

な
く
、
と
て
も
寛
大
な
方
で
し

た
。そ
し
て
、現
代
文
学
に
関
す

る
先
生
の
無
限
の
知
識
で
私
た

ち
を
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。自

分
の
や
り
方
や
考
え
方
を

押
し
付
け
る
わ
け
で
は
な
く
、

説
教
す
る
で
も
軽
蔑
す
る
で
も

な
く
、
い
つ
も
私
た
ち
の
意
思

を
尊
重
し
た
上
の
ご
指
導
で
し

た
。
先
生
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢

は
、
私
た
ち
の
研
究
の
た
め
に

理
想
的
な
土
台
を
作
り
、
言
葉

の
壁
を
乗
り
越
え
、
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ム
で
は
な
い
研
究
テ
ー

マ
に
挑
戦
で
き
る
力
、
自
信
と

勇
気
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
私
に

と
っ
て
は
そ
う
で
し
た
。

研
究
の
内
容
の
指
導
だ
け
で

は
な
く
、
具
体
的
な
レ
ベ
ル
で

も
先
生
は
私
た
ち
を
手
伝
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
と
の

関
係
を
生
か
し
て
、
私
た
ち
は

発
表
し
た
り
、
出
版
し
た
り
で

き
ま
し
た
。
先
生
の
お
陰
で
作

家
・
津
島
佑
子
さ
ん
が
私
の
本

（
『
歪
む
身
体

現
代
女
性
作

家
の
変
身
譚
』
）
の
帯
を
書
い

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ド
イ
ツ
語
で
博
士
課
程
の
指

導
教
官
を
「D
o
k
t
o
r
v
a
t
e
r

」

と
い
い
ま
す
。つ
ま
り
博
士（
に

な
ろ
う
と
す
る
ひ
と
の
）
父
親

で
す
。
寛
大
に
私
た
ち
を
受
け

入
れ
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
柘

植
先
生
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

父
親
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
学
者

を
失
っ
た
さ
び
し
さ
だ
け
で
は

な
く
、
も
っ
と
深
い
気
持
ち
の

さ
び
し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

※
柘
植
光
彦
名
誉
教
授
は
昨
年

１１
月
１５
日
、
冠
状
動
脈
硬
化
症

の
た
め
死
去
さ
れ
た
。
７３
歳
。

第
１２
回
育
友
会
奨
励
賞
が
決
ま
り
、
１２
月
１０
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
同
賞
は

育
友
会
が
、
本
学
学
生
の
学
生
生
活
を
活
性
化
し
、

支
援
す
る
た
め
の
事
業
。
本
学
が
掲
げ
る
２１
世
紀
ビ

ジ
ョ
ン
に
沿
っ
た
行
動
や
成
果
に
対
し
、
賞
金
を
も

っ
て
表
彰
す
る
。

多
数
の
応
募
の
中
か
ら
１
団
体
９
個
人
が
受
賞
し

た
。受
賞
者
と
テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り
∥
敬
称
略
。

◇
２
月
１５
日（
水
）

早
川
孝
志
先
生

川
野
義
典
先
生

◇
３
月
１４
日（
水
）

中
村
裕
也
先
生

岩
本
拓
也
先
生


☎
０３
（
３
２
６

４
）
１
７
２
１

年
会
費
受
付
中

２
０
１
２
年
度
の
校
友

会
費
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
振
込
用
紙
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
事
務
局
（
☎

０３
・
３
２
６
５
・
７
５
７

９
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。年

会
費
納
入
者
に
は

「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」
を
毎

月
、
校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ

ス
」
を
年
４
回
お
届
け
し

ま
す
。

ア
ド
ニ
ス
５８
号
刊
行

校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
５８

号
」
が
１
月
１５
日
に
発
行
さ

れ
た
。
主
な
内
容
は
、
▽
新

年
特
別
対
談
「
逆
境
を
バ
ネ

に
！
」
日
髙
義
博
理
事
長
・

学
長
、
甘
竹
秀
雄
校
友
会
長

▽
釜
石
Ｒ
ｅ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
～
現

地
の
校
友
か
ら
～
▽
「
わ
れ

ら
専
修
人
」
上
田
ま
り
え
さ

ん
（
日
本
テ
レ
ビ
・
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
）
、
川
本
大
吾
さ
ん

（
時
事
通
信
社
・
編
集
局
水

産
部
次
長
）
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

岩
手
県
釜
石
市
在
住
の

フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
で
、し

ん

フ
ォ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
心

し
ょ
う

し
ゃ

象

舎
代
表
の
藤
枝
宏
さ

ん
（
昭
５５
法
）
が
釜
石
市

内
の
津
波
被
害
を
記
録
し

た
写
真
集
『
釜
石
の
記
録

東
日
本
大
震
災

平
成

大
津
波

２
０
１
１
・
３

・
１１
』
（
心
象
舎
・
本
体

価
格
２
８
０
０
円
＋
税
、

Ａ
４
横
サ
イ
ズ
、
１
２
０

ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
）
を
刊
行

し
た
。

こ
の
写
真
集
は
釜
石

市
、
大
槌
町
の
津
波
被
害

を
撮
り
歩
い
た
４
０
０
０

点
以
上
の
中
か
ら
４
０
５

点
を
セ
レ
ク
ト
し
た
も
の

で
、
津
波
被
害
を
後
世
に

伝
え
る
記
録
の
書
で
も
あ

る
。

〈
北
九
州
支
部
新
年
会
〉

▽
１
月
２１
日
（
土
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
徒
歩

３
分
「
旬
工
房
く
ら
」

前

原
健
人
氏
☎
０
９
３
（
６
０

１
）
６
３
１
１
片
村
建
設
㈱

内〈
台
東
支
部
総
会
〉

▽
１
月
３１
日
（
火
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
東
京
メ
ト
ロ
銀
座

線
・
田
原
町
駅
徒
歩
３
分
、

浅
草
駅
徒
歩
５
分
「
江
戸

定
」

山
下
志
朗
氏
☎
０
９

０
（
１
６
９
７
）
４
７
２
０

〈
野
田
鳳
会
新
春
落
語
口
演

会
〉

▽
２
月
４
日
（
土
）
１３
時
３０

分
開
演
▽
東
部
野
田
線
・
梅

郷
駅
徒
歩
１０
分
「
梅
郷
南
部

公
民
館
」

青
木
誠
氏
☎
０

９
０（
２
３
３
５
）０
３
０
７

〈
旭
川
支
部
総
会
〉

▽
２
月
１１
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
旭
川
駅
徒
歩
７
分

「
ホ
テ
ル
ク
レ
ッ
セ
ン
ト
旭

川
」

赤
松
壽
美
氏
☎
０
９

０
（
８
８
９
８
）
４
２
２
５

〈
室
蘭
支
部
総
会
〉

▽
２
月
１７
日
（
金
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
室
蘭
本
線
・

東
室
蘭
駅
徒
歩
１０
分
「
中
嶋

神
社
蓬
�
殿
」

伊
勢
俊
幸

氏
☎
０
１
４
３
（
２３
）
３
１

０
３
室
蘭
地
方
法
人
会
内

こ
れ
は
１０
年
ほ
ど
前
に
話
題
に
な
っ

た
、
訴
訟
社
会
ア
メ
リ
カ
を
象
徴
す
る
小

話
で
す
。

「
あ
る
ホ
テ
ル
が
併
設
し
た
公
園
に
い

た
女
性
が
乱
暴
さ
れ
た
が
、
捕
ま
っ
た
犯

人
は
損
害
を
賠
償
で
き
な
い
貧
し
い
男
だ

っ
た
。
そ
こ
で
被
害
女
性
か
ら
依
頼
を
受

け
た
弁
護
士
は
、
犯
人
で
は
な
く
ホ
テ
ル

を
相
手
と
し
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
訴
え

は
、
も
し
も
ホ
テ
ル
が
公
園
に
街
路
灯
を

せ
ん
て
い

付
け
、
木
立
の
枝
葉
を
剪
定
し
て
眺
望
を

よ
く
し
て
い
れ
ば
、
犯
罪
は
事
前
に
抑
止

で
き
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
れ
を
怠
っ
た
ホ

テ
ル
は
女
性
に
損
害
賠
償
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
内
容

で
あ
っ
た
。
裁
判
所
は

こ
の
訴
え
を
認
め
、
ホ

テ
ル
に
巨
額
の
賠
償
を

命
じ
た
」

こ
れ
は
日
本
で
は
あ

り
え
な
い
話
だ
と
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現

代
日
本
も
訴
訟
社
会
に

な
り
つ
つ
あ
り
、
将
来
は
小
話
で
は
す
ま

な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
き

て
、
そ
れ
が
訴
訟
に
な
っ
た
場
合
、
加
害

者
だ
け
で
な
く
、
大
学
や
関
係
団
体
の
監

督
担
当
者
は
も
ち
ろ
ん
、
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
し
て
い
た
人
々
も
一
緒
に
訴
え
ら
れ
る

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。そ
の
と
き「
私

は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
や
っ
て
い
な
い
」
と

弁
解
し
て
も
無
駄
で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

起
き
な
い
よ
う
に
必
要
な
対
策
を
講
じ
て

い
た
こ
と
を
説
明
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
、
民

事
・
刑
事
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
危
険
性

も
出
て
き
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
他
人
事
だ
と
軽
く
考
え
ず
に
、
ふ

だ
ん
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
で
作
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
考
え
て
お

か
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
事
務
課

・
齊
藤
公
男
）

〈
二
鳳
会
新
年
会
〉

▽
２
月
１８
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
、

都
営
浅
草
線
・
浅
草
駅
徒
歩

１０
分
、
ほ
か
「
浅
草
・
む
つ

み
」

新
堀
明
氏
☎
０３
（
３

３
９
５
）
７
４
２
７

『
犯
人
に
告
ぐ
』
『
ク
ロ

ー
ズ
ド
・
ノ
ー
ト
』
で
お
な

じ
み
の
雫
井
脩
介
さ
ん
（
平

３
文
）
。
シ
ー
ズ
ン
中
の
フ

ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
が
新
作

の
舞
台
だ
。

夫
の
浮
気
が
原
因
で
離

婚
、
高
校
１
年
の
娘
の
小
織

と
と
も
に
名
古
屋
へ
と
転
居

し
た
も
の
の
、
無
気
力
な
日

々
を
送
っ
て
い
た
藤
里
梨
津

子
。
し
か
し
、
小
織
が
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
名
コ
ー

チ
に
素
質
を
見
込
ま
れ
、
指

導
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、
娘
を
支
え
る
こ
と

に
生
き
が
い
を
感
じ
始
め

る
。
「
藤
里
小
織
の
最
大
の

伸
び
し
ろ
は
、
あ
な
た
に
あ

る
と
思
っ
て
ま
す
」
と
い
う

コ
ー
チ
の
言
葉
に
、
娘
の
た

め
に
す
べ
て
を
か
け
る
決
意

を
す
る
梨
津
子
。
そ
ん
な
母

の
姿
に
戸
惑
い
を
覚
え
る
小

織
だ
っ
た
が
、
次
第
に
成
績

は
上
が
っ
て
い
く
。
果
た
し

て
、
母
娘
の
挑
戦
は
実
を
結

ぶ
の
だ
ろ
う
か
？

ス
ポ
ー
ツ
小
説
の
臨
場
感

だ
い

ご

み

と
家
族
小
説
の
醍
醐
味
を
同

時
に
味
わ
え
る
。

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
・
本
体
価

格
１
６
０
０
円
＋
税
）

＜校友＞

カ
ト
リ
ン
・
ア
マ
ン
（
平
１１
院
文
博
）

『
銀
色
の
絆
』

柘植光彦先生を悼む

雫
井

脩
介
著

藤
枝
宏
さ
ん

写
真
集

「
釜
石
の
記
録
」を
刊
行

寛
大
で
幅
広
く
…

父
親
の
よ
う
な
人

▲ 柘植教授（左から３人目）とアマンさん（右

から２人目）。アマンさんが文学研究科博士

後期課程総代になった１９９９年の卒業式で

他
人
事
と
軽
く
考
え
る
こ
と
な
か
れ

経
済

３

崔
哲
洵

（

）ら
１
団
体
９
個
人
に

さ
ん

育
友
会
奨
励
賞

▲ 受賞者のみなさん＝神田キャンパス
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